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’
1

願
孝
禅
寺
は
閲
提
正
具
諏
師
の
開
創
で
、
祁
感
山
と
號
し
．
其
の
阯
は

禰
岡
撫
糟
屋
郡
多
々
瓦
村
大
字
津
屋
字
寺
の
内
に
あ
る
。

〔
文
献
調
査
〕

本
朝
高
僧
僻
に

筑
前
顕
孝
寺
沙
門
正
具
傳

鐸
正
具
、
字
悶
提
‐
嗣
二
法
溶
之
法
観
寺
救
海
和
尚
『
・
明
稚
禅
師
六
世

之
孫
也
、
初
住
二
法
湖
《
間
し
法
者
多
、
江
州
大
守
藤
貞
宗
（
大
友
氏
號
直

庵
）
聰
請
茨
二
塑
之
寓
毒
《
包
笠
蜂
集
、
捜
越
叉
筑
前
州
建
二
頚
孝
寺
『
講

し
具
爲
二
開
祁
《
鍾
酉
道
俗
傾
レ
誠
歸
γ
禅
、
臨
維
偶
日
、
．
‐

離
却
穀
漏
虚
虐
相
見
馬
腹
魍
胎
日
面
月
面

と
あ
り
‘
願
孝
寺
奮
記
、
筑
前
韻
風
土
記
、
太
宰
管
内
志
、
筑
前
擬
風
土

記
怜
遼
、
筑
前
名
所
岡
繪
聖
職
岡
脾
地
理
全
誌
、
及
び
諸
女
献
韮
閲
す
れ

ば
、
當
寺
は
後
醍
醐
天
皇
御
宇
左
近
將
監
正
五
位
下
近
江
守
一
膝
原
貞
宗
（
麩

氏
）
の
建
立
で
、
剛
提
正
具
禅
師
を
聰
請
Ｌ
て
、
開
山
と
し
、
本
騨
は
鐸
迦

佛
、
脇
侍
は
丈
殊
、
斡
妥
の
二
菩
薩
走
祀
り
、
本
堂
錘
”
、
奪
殿
壷
卵
、

鐘
抄
、
厨
、
輪
藏
心
及
塔
頭
十
厩
あ
り
て
、
零
頭
名
は
筑
前
頬
風
土
記
に

よ
る
と
、
‐

顕
孝
輝
寺
阯
に
就
て

顯
孝
蝉
寺
阯
に
‐
就
て

畔
Ⅲ
韮
，
禰
燕
韮
、
善
惟
稚
．
、
見
正
韮
、
〃
講
座
軒
、
正
示
院
、
知
正
軒
，

報
恩
寺
、
隆
典
院
、
夜
珠
悲
、
ｉ
肉
食
‐

と
し
、
太
宰
替
内
志
に
は

．
○

．
。

０
○

隆
側
悲
韮
降
皿
誰
．
善
挽
稚
か
善
説
韮
、
、
正
示
院
起
正
木
院
、
知
正
軒

Ｏ

‘
Ｏ

韮
和
正
軒
、
隆
興
院
起
降
興
院
《
、
↑
，

と
あ
る
が
多
分
字
の
誤
り
で
前
渚
が
正
常
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

末
寺
・
は
十
四
簡
寺
あ
つ
れ
と
博
へ
ち
れ
て
居
る
が
其
の
名
瀞
は
明
か
で

な
い
。
寺
領
は
粕
屋
郡
及
び
筑
後
、
塑
後
の
内
に
て
百
町
有
っ
た
と
記
さ
れ
て

居
る
。僧
寺
關
係
の
史
料
と
し
て
昔
を
物
語
る
も
の
と
し
て
は
建
仁
寺
仲
岩
凹

月
禅
師
東
海
一
瓶
集
收
。
榊
山
移
闘
記
や
、
僧
絶
海
山
蕃
燕
堅
稲
に
詳
か
に

記
し
て
あ
る
・
・
榊
山
移
闘
記
は
太
宰
管
内
志
粕
屋
郡
下
祁
山
の
條
に
出
さ

れ
て
居
る
が
長
文
で
あ
ろ
か
ら
並
に
は
略
し
て
経
く
。
蕪
堅
稲
に
は

ノ
ノ

應
無
方
住
二
筑
州
族
忠
顯
孝
寺
『
山
門
疏
海
上
名
藍
有
ゾ
如
二
珠
宮
具
闘
｛

ノ

關
西
人
物
亦
猫
二
麟
角
鳳
手
「
邇
得
二
宗
門
之
勝
疏
一
常
レ
後
二
法
席
之
全

娠
一
云
々
と
あ
る
。

次
に
此
寺
で
四
月
八
日
に
佛
生
合
が
行
は
れ
て
居
れ
時
に
絹
笠
走
聖
樋

筑
紫
頓
定

九
○



寺
か
ら
は
四
本
、
筥
崎
か
ら
は
八
本
持
來
つ
衣
と
云
ふ
。
如
斯
由
緒
あ
る

宏
大
な
伽
藍
も
残
念
な
が
ら
、
永
祇
十
二
年
五
月
の
多
々
瓦
川
附
近
の
戦

の
際
焼
失
し
衣
と
奮
記
に
見
え
、
太
宰
管
内
志
に
は
、

此
寺
今
は
衰
へ
て
僅
に
小
惹
の
み
あ
り
。
中
略

慶
長
の
比
浄
土
寺
を
此
邊
に
作
り
て
山
號
起
間
提
山
と
定
む
さ
れ
ど
も

昔
の
寺
院
に
あ
ら
ず
今
寺
ノ
束
ノ
谷
を
寺
ノ
内
と
い
ふ
是
額
孝
寺
の
趾

な
り
山
上
に
も
礎
あ
り
是
は
鐘
櫻
の
あ
と
な
り
寺
ノ
内
ノ
前
一
町
ば
か

り
に
門
の
本
と
い
ふ
所
あ
り
是
昔
寺
門
の
あ
り
し
所
な
り
と
い
ふ
云
々

と
記
し
て
あ
る
。

〔
変
地
調
査
〕

然
る
に
今
年
十
月
二
十
六
日
大
祁
助
作
氏
の
案
内
で
武
地
調
査
に
行
つ

れ
の
で
あ
る
が
、
今
は
山
上
の
礎
が
あ
っ
た
と
い
ふ
鐘
櫻
の
趾
に
は
現
在

老
松
社
が
鎮
座
さ
れ
イ
、
其
の
礎
石
ら
し
い
も
の
は
全
く
無
く
、
大
神
氏

の
識
に
よ
る
と
、
頚
孝
寺
の
礎
石
と
博
へ
ら
れ
て
、
山
の
下
の
民
家
に
運

ば
れ
て
藁
打
の
塞
石
に
使
用
さ
れ
て
居
る
の
が
多
敬
あ
る
が
或
は
そ
れ
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

叉
昨
四
年
十
月
十
二
日
小
阿
彌
謹
春
師
、
橘
誌
郷
土
文
化
杜
主
幹
、
等

と
顯
孝
寺
阯
走
初
め
て
調
査
し
士
塒
、
浄
土
宗
顯
孝
寺
砿
牌
所
の
棚
の
隅

か
ら
座
ば
か
り
の
側
山
、
開
基
‐
の
二
つ
の
古
い
位
牌
か
發
見
す
ろ
事
が

出
來
求
、
こ
れ
は
或
は
一
光
寺
の
正
琴
上
人
が
今
の
寺
を
創
立
の
時
作
製

さ
れ
れ
↓
の
で
は
な
い
か
と
思
は
ろ
堅
鮎
も
あ
る
が
共
銘
起
調
・
へ
て
見
ろ

と
開
山
の
は
表
の
銘
に
、

憾
寺
開
山
悶
提
賑
具
大
和
尚
騨
師

と
し
、
裏
の
銘
に
は
前
記
の
本
朝
高
僧
僻
の
丈
が
あ
り
、
開
基
の
分
に
は

頚
孝
騨
寺
阯
に
就
て

表
の
銘
に
，

倦
寺
開
基
檀
越
額
孝
寺
殿
具
簡
直
庵
大
居
士

裏
の
銘
に
は
、

源
朝
臣
頼
期
卿
男
字
一
法
師
冠
者
左
近
將
監
桧
非
逢
使
左
術
門
大
尉
従

五
位
上
塑
前
塑
後
守
能
直
六
代
（
口
斎
力
〕
大
友
孫
太
郎
左
近
將
監
正
五

位
下
近
江
守
貞
宗
父
大
友
新
藏
人
左
近
將
監
出
羽
守
昇
殿
從
四
位
下
貞

親
（
法
名
玉
山
正
温
〕
號
闘
毒
寺
母
戸
次
太
郎
肥
前
守
畭
親
女

と
あ
る
。

そ
れ
か
ら
其
時
多
々
良
村
字
浦
山
大
跡
助
作
氏
宅
地
内
か
ら
二
十
餘
年

前
と
昭
和
三
年
に
出
土
し
衣
焼
物
数
鮎
韮
拝
見
し
た
の
で
あ
る
が
ｂ
此
の

焼
物
に
就
て
は
斯
逝
に
精
通
の
陶
匠
道
春
師
の
話
に
よ
れ
ば
、

朝
鮮
形
に
近
Ｌ
外
に
十
八
辨
あ

一
、
泥
青
蓋
茶
碗
裡
五
寸

リ
明
末
頃
の
も
の

一
、
白
泥
高
亜
皿
径
三
寸
八
分

種
樂
烏
と
天
人
雲
の
分
と
五
彩

一
、
饒
州
も
の
・
巽
皿
裡
五
寸

巻
雲
唐
草
の
も
の

一
、
定
窯
腕
華
盃
大
明
年
造

一
、
白
泥
盃

で
あ
る
と
の
事
で
、
叉
昨
四
年
調
査
後
同
地
か
ら
出
土
し
た
一
個
の
焼
物

燕
今
年
十
月
二
十
六
日
拝
見
し
た
が
、
や
は
り
淡
青
壷
の
雛
鉢
で
糸
底
の

無
い
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
出
土
砧
は
顯
孝
祁
寺
塔
頭
十
唾
中
仙
れ
か
の
遺
物
と
し
て
推
定

す
る
事
が
出
來
ろ
。
。
‐

因
に
記
す
。

横
寺
の
二
世
放
牛
光
林
禅
師
は
筥
崎
勝
樂
寺
の
開
山
で
勝
樂
寺
に
は
古

い
開
山
の
位
牌
が
存
し
て
居
ろ
．
現
在
多
全
艮
村
に
あ
る
、
淨
土
宗
頴
孝

九
一

’



顕
孝
諏
寺
阯
に
就
て

寺
は
顯
孝
御
寺
と
は
全
く
關
係
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
剛
提
山
と
號
し
，

慶
長
年
間
黒
田
長
政
公
の
家
臣
大
音
彦
左
衛
門
重
泰
の
迷
立
で
筥
崎
の
一

光
寺
の
正
審
上
人
の
開
山
に
な
っ
て
居
る
・
・
脚
寺
の
寺
名
韮
再
興
し
求
關

係
か
．
大
音
氏
恥
中
興
開
基
．
正
審
上
人
を
中
興
開
山
と
、
同
寺
の
位
牌

に
は
記
方
さ
れ
て
あ
る
。
此
の
寺
に
は
．
外
に
杉
伯
番
守
同
塑
後
守
の
位

牌
も
あ
っ
て
表
の
銘
に
、

杉
林
院
殿
淨
音
大
居
士

’

九
二

洞
岳
院
殿
淨
久
大
居
士

と
あ
る
。
以
上
は
同
寺
研
究
満
の
参
考
と
し
て
記
し
て
温
く
・

雑
に
此
調
査
に
織
り
御
配
慮
下
さ
つ
れ
島
田
寅
次
郎
先
生
、
多
々
瓦
村

々
長
河
邊
丈
次
郎
氏
大
脚
助
作
氏
、
小
阿
彌
道
春
氏
、
各
位
に
對
し
、
謝

迩
牢
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
昭
和
五
‐
一
○
．
三
○
、
筥
崎
五
智
輪
院
趾
草
舍
に
て
〕

P


